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要旨 

 聴者である学習者（M2L2 話者とも）による手話言語習得の研究はここ 10 年

あまりで主にイギリスとアメリカで飛躍的に増大しており、他の国々において

もその数を増やしている。この多くの研究による成果は、成人の第二言語の発

達過程や、それが伝達モードによってどのように影響されるかについての現時

点の想定を精緻化することに貢献している（Chen Pichler and Koulidobrova 

2016）。 

しかしながら、現存する M2L2 話者の研究の焦点は、「典型的な」状況の、

高校生や大学生の個人的な関心によるアカデミックな設定での手話学習にほぼ

限られている。本発表ではこれとは対照的に、家庭の環境で、関心よりも切迫

した必要に迫られて手話を学ぶ、ろう者である子どもの親に焦点を当てる

（Napier et al. 2007）。早期に手話言語に触れることが、ろう者である子の言語

的な、また認知的な発達において言語の欠損のマイナス効果を防ぐ点で決定的

な役割を果たす（Morford and Mayberry 2000）ことを考慮すれば、これは極めて

得るものの多い試みである。しかし、聴者である親の手話言語の発達の記録は

稀であり、アメリカにおいては、ろうの子を持つ聴者の親の、限られた需要に

応えるようなアメリカ手話教育の標準的な「家庭用カリキュラム」は存在しな

い。本発表では、ろうの子を持つ聴者の親の手話話者に対するインタビューの

最初の成果を(a) アメリカ手話を学ぶことに対するプレッシャーにも関わらずな

ぜこれを学ぶようになったのか、(b) アメリカ手話を学ぶのにどういうリソース

を使用しているか、(c) アメリカ手話のどういう点がもっとも難しい、もしくは

直感的に可能かについての彼らの反応、に関して報告する。我々は、ろうの子

に対する早期介入プログラムを介して手話話者の親を募集した。インタビュー

した家庭のほとんど全てのろうの子が、人工内耳のインプラントを受けるか予

定していた。アメリカ手話に対する盛んなプレッシャーにも関わらずなぜそれ

を選択したのかという問いに対しては、人工内耳のインプラントを待つ間にも

子供とコミュニケーションする方法がほしいという声がよくきかれた。しかし

彼らの動機づけは単に実用本位というだけではなかった、というのは、アメリ

カ手話と英語とのバイリンガルとして、彼らの子どもも彼ら自身も成長したい

という長期的な希望も表明されたからである。残念ながら、ほとんどの家庭で

は、アメリカ手話の教師かろう指導者の家庭訪問を週に 1、2時間しか受けられ

ていないので、親たちは自身のアメリカ手話の習得の進展については、夜間ク

ラスやオンラインや DVD などで学習を補っていてさえも難しいことを報告し

た。それでもなお、この聴者である親たちは、アメリカ手話と英語の言語学的
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な構造に対して、アメリカ手話の最も習得が難しい点である語順についても、

また比較的学ぶのが易しい語彙の点でも驚くべき洗練された反応を見せた

（Snoddon 2015）。 

 インタビューはまだ続けられているが、これまでに出たパターンが、親であ

るアメリカ手話の学習者として成功している人のプロファイルを形成するため

に、また彼らがアメリカ手話を家庭言語として選択する動機づけとなった要素

として、そして彼らの学習を支える実践として、既に啓発的なものとなってい

る。ろうの子をもつ聴者の親の大部分が、子どもと手話で話すことを力づける

ストラテジーを発展させるためにも、このような要素を記録することは大切な

第一歩である。 
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